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ははくくぶぶつつかかんんネネッットト  

第第 3322 号号 
      ～ GINOWAN MUSEUM ～        

2007（平成 19）年度 第２回講演会（見学会） ２００７年 

～宜野湾市のウタキめぐり～ 
 

 

 

場 所：イーヌヤマ（嘉数）、上ぬ毛のうたき（野嵩）、イーグシカーヌ御嶽（大山）、 

西森ウタキ（真志喜）。市立博物館に集合後バスで移動し、市立博物館で解散します。 

    ※都合により、見学コースを変更する可能性があります。ご了承ください。 

定 員：２５名。要申し込み 対 象：小学４年生以上。※小学生は保護者同伴で、１家族２名まで。 

受 付：受付期間は、１１月１１日（日）～１１月２９日（木）。受付期間中の火曜日と祝祭日を除いた、 

     午前９時～午後５時までを受付時間とする。 

※応募者多数の場合には抽選とします。その際には、市内在住・在勤・在学者を優先とします。抽

選結果は、受付終了翌日から３日以内（１２月２日まで）に当選した方のみ電話連絡いたします。 

※定員に満たない場合は受付期間過ぎてからも引き続き受付しますが、開催日前日には締め切り 

 ます。当日、来館して参加を申し出ても受付できません。 

参 加 料：保険料１５０円（当日、徴収します）。 

 ※但し、館内での講演会の場合、保険料は徴収しません。 

☆当日は動きやすい服装（長袖、長ズボン、運動靴）、水筒、雨具持参でご参加下さい。 

１０～１２月 

発行：宜野湾市立博物館 

<TEL> 098-870-9317 

<FAX> 098-870-9316 

< HP > http://www.city. 

ginowan.okinawa.jp/ 

home.nsf 

< HP > http://www. 

ginowan-okn.ed.jp/ 

con7/index.html 
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講 師：新垣義夫（普天満宮宮司・市立博物館協議会会長） 

日 時：２００７年１２月８日（土）午後１時～５時まで。 

※終了時間は予定ですので、多少ずれる可能性があります。    

※天候不良の場合、館内にて講演会を行います。なお、この場合

いは申し込みしていない方も聴講可能です。 

  

３ヶ月に１回発行 
（次号は１月１５日） 

       ▲西森ウタキ（ウガンヌカタ）/真志喜 

 

村の発祥地、または聖域を御嶽（ウタキ）といいます。年中行事や

拝み行事のときに代表者が村の繁栄を祈るところです。現在、宜野

湾市には２０以上の御嶽があります。今回、この御嶽についての内

容や、宜野湾市と御嶽との関わり、先人たちが御嶽をどのように祀

ってきたのかなど、市内に残っている御嶽（数カ所）をめぐりながら

学んでみませんか？ 

 

天女ちゃんと察度くん 
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■ 見学会「地形地質と湧き水 No.2」                         
 今年度、第１回講演会（見学会）「宜野湾市の地形地質と湧き水 No.2」を８月１８日（土）の午後２時

～５時まで開催しました。見学コースは、大謝名メーヌカー（大謝名）→嘉数高台（嘉数）→喜友名泉

（喜友名）→大山ヒャーカーガー（大山）の４ヵ所で、参加者は２１名でした。夏休み期間中ということ

で、親子での参加がほとんどでした。講師には、理学博士で当博物館協議会委員である大城逸朗

先生を迎え、宜野湾市の地形と地質、湧き水について分かりやすく解説していただきました。琉球

石灰岩を“スポンジ”、島尻層群の泥岩（クチャ）を“マナイタ”に例えた説明が好評で、参加者のみな

さんが講師のお話に耳を傾けていました。大謝名メーヌカーはフェンスで囲まれていて、湧き水の中

に入ることはできなかったのですが、喜友名泉や大山ヒャーカーガーでは、実際に湧き水に触れた

り、湧き水に棲む生き物を観察している子どもたちがいました。３時間で４ヵ所の見学は駆け足でじ

っくり見学することができなかったのですが、楽しい見学会でした。 

参加者からは、「基地内のカーや遺跡なども見たい！」「周辺のかつての集落の位置や土地利用

についても説明してほしい。」との要望がありました。今後の講演会では、夏休み期間中に遊びを取

り入れた楽しめる講演会（見学会）を企画して開催できたらいいなと思います。 

～見学会の様子～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

■『これまで』も『これから』も…☆    

 ７月２９日（日）～９月２日（日）までの日程で、平成１９年度企 

画展「なつかしの宜野湾 ―写真が語る、じの～ん物語―」を 

行いました。 会場内では写真を前に、「あいっ、懐かしいさー」 

と身を乗り出して見ている方や、「ここ、あっちじゃないの？」と、 

一緒に来た方と話しながら見ている方、「あいや、昔はそういえ 

ばこんなだったさぁー」と話しかけてくださる方、「自分なんか学 

校の昔の写真がある！」と目を丸くして見ている子など、様々な 

声が聞こえていました。 中には、何かのついでに一人で見に 

来た男性が、後日、奥さんとお子さんを連れて「ここは昔、こん      ▲ 展示会の様子 ▼ 

なだったんだよ」と、自らガイドを買って出て案内していた方も 

いらっしゃいました。 こういう光景を見ると、この展示会を開催 

して良かったと、小さくガッツポーズしたくなる気持ちになります 

(*^_^*)。 今回の展示会には、１，１１０名とたくさんの方に足を 

運んでいただきました。やはり、皆さんの声に耳を傾けて取り組 

む展示会は、人気があるんだなぁ…と実感させられ、今後も耳を 

ダンボにして!?多くの方々に見に来ていただけるような展示会を 

開催していこう！と再認識した展示会でした。 

 

 

大謝名メーヌカー 嘉数高台 喜友名泉 大山ヒャーカーガー 
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■宜野湾市の文化財・民俗・芸能図画作品展            
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■職場体験学習（ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ）&実習     

～博物館ではどんな仕事をしているんだろう？～ 
 宜野湾市立博物館では、毎年数校の職場体験学習（インターンシップ）・実習の要請がありますが、

今年度は１０月の時点で３校の職場体験学習・学芸員実習・社会教育主事実習（の一環）を受け入

れています。 

 ７月には、学芸員実習生として約１０日間、県外の大学から１名（女性１名）の学生を受け入れまし

た。企画展「なつかしの宜野湾―写真が語る、じの～ん物語」開催前ということで、実習の大半はキ

ャプション作製や展示作業など、企画展に関する内容を行いました。また、企画展準備以外にも、学

芸員が行う様々な作業にも取り組んでもらいました。 ９月には、琉球大学の学生（女性３名）が、社

会教育主事の資格を取るための一環として１日でしたが実習に訪れ、１０月には真志喜中学校（男

子１名・女子１名）の生徒が職場体験学習（インターンシップ）を行いました。内容としては、学芸員

の仕事（展示室の案内・資料採取・台帳記入・展示会考案等）を中心に体験してもらいました。 

 学生や生徒の皆さんが、今回の体験を通して労働することの楽しさ・厳しさを少しでも感じてもらえ

たら良いなと思い、今後、何らかの形で活かしてもらえればいいなと思います☆ 

 

                      
W 学芸員実習の様子 

 

                           

職場体験学習の様子 X 

 

 

 
▲作品審査の様子 

▲図画作品展受賞者 

 当博物館では、今年度も「第１６回 宜野湾市の文化財・民

俗・芸能図画作品展」を９月２２日（土）から１０月７日（日）ま

での約２週間開催しました。これは、市内在住の小中学校の

児童生徒に市内にある文化財や、民俗、芸能を題材にして

描いてもらうことによって文化財保護の精神を培い、かつ愛

郷心を育み、また豊かな表現力を養うことを目的としていま

す。 
 今年も児童生徒たちに夏休みの期間を利用して描いても

らい、９月１０日（月）に各小中学校の美術の先生方に審査し

ていただき、各賞を選出しました。今年も力作が多く、審査を

した先生方はとても苦労したようです。今年の出展数は１７６

点で、森の川、喜友名泉、ターンム畑など色々な作品が出

展されました。その中から教育長賞に輝いたのは、小学校

中学年（３・４年）の部・喜瀬真妃さん（普天間小）、小学校高

学年（５・６年）の部・溝渕玲くん（大謝名小）、中学生の部・伊

差川幸知さん（真志喜中）でした。おめでとうございます。 
 今回の「宜野湾市の文化財・民俗・芸能図画作品展」を機

に、児童生徒たちが市内の文化財や民俗・芸能に興味を持

ち、自分の住んでいる地域の歴史や文化を知ってもらえたら

と思います。 
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■ わらば～体験じゅく報告♪                        
 暑い夏も終わり、空には鱗雲が広がりすっかり秋めいてきました。わ

らば～体験じゅくでは、去る７月２２日（日）に「大山の大綱引き」、８月１

９日（日）には「はごろも闘牛大会」に参加しました。 「大山の大綱引

き」では、前村渠と後村渠に分かれ、炎天下の中、道ジュネーから参加

しました。子ども達は、「暑い～疲れる～」と文句を言っていたのですが、

婦人会の方から冷たい飲み物やお菓子を貰うとすっかり元気になり、

楽しく行進していました。会場では旗頭のガーエーや婦人会による踊り

を見学し、子ども達は迫力満点のアギエーを体験しました。 「はごろも

闘牛大会」では、１トンを超える闘牛の大きさにみんな圧倒され、ゴツッ

ゴツッという闘牛のぶつかる迫力にみんな見入っていました。子ども達

からは「血が出てかわいそう。。。」、「すごい♪」「怖い」など様々な声が

聞こえてきました。闘牛にも慣れてくると闘牛が繰り出すワザや歴史を

プリントを見ながら勉強し、闘牛大会終盤にはすっかり闘牛に詳しくな

っている子もいました。 

 わらば～体験じゅくでは、今後も学校や家庭ではなかなかできない貴

重な体験をしていきたいと思います。 

 

 

 

■ 語り継がれる年中行事        

 沖縄県には様々な行事があり、神々や祖先とのつながりを大切にする風習があります。その風習

は地域等によって多少異なる点もあるようですが、今回は旧暦の８月・９月に宜野湾市内で行われ

る行事の中から、いくつか触れてみたいと思います。 

 

★ ８月１５日 ： ジューグヤー < 十五夜 > 

この日は、家庭でフチャギ餅を作り、火之神や霊前に供えました。 この日をウチチウマチー

（お月お祭り）ともいい、餅は月をあらわし、豆は星を 

あらわすとも言われました。 

これからもわかるようにジュ－グヤーは、豊かに実 

った農作物を神に感謝するという、豊年祭としての行 

事です。 夜になると、村芝居や獅子舞、棒術などの 

「八月遊び」が催されたり、角力大会、民謡大会が行 

われました。また、そこに集まる見物客めあての、物 

売りも大勢やってきて大変にぎわいました。                   ▲ フチャギ餅            

 

 ★ ９月７日 ： カジマヤー < ９７才の祝い > 

カジマヤーの語源は、９７才になると子どもになりかわってカジマヤー（風車）をもって遊ぶ意味

から来たとか、カジマヤーのお祝いが、カジマヤー（十字路）で行われるからなど、言い伝えられ

ています。 

この、カジマヤーまで祝える長寿の人は戦前は、ごくごくまれで、それを見た人も非常に少ない

ようです。 
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入館料免除・資料館外貸出の申請について 

◎ 申請する場合は、手続きが必要です ◎ 
 

博物館では入館料の免除申請と、資料の館外貸出申請を行うことができます。 

申請書に必要事項を記入の上、入館・貸出を希望する日の１週間前 （休日や祝祭日を除い 

た１週間前にご協力お願いします）までに、直接博物館に提出してください。 

※申請書は内容等、又は当館の業務に支障がないか検討の上、許可の可・不可の通知を 

致します。 

 

 ■入館料の免除申請に該当する団体■ 

   ①宜野湾市内の小・中・高等学校で、教育課程に基づく学習活動として入館する学生、生徒、 

児童及びこれらの引率者。 

   ②宜野湾市教育委員会、博物館が開催する博物館資料に関する講演会、講習会、 

研修会等に参加して入館する者。 

   ③その他、館長が免除することが適当であると認めた者。 

 

 ■主な貸出資料■ 

   ○収蔵品     ○ビデオ     ○写真パネル 

 

～☆～ あなたの家に、眠っていませんか？ ～☆～ 

 

博物館では、宜野湾市を中心とした様々な生活用品や､当時の暮らし 

が分かる道具・写真・映像などの収集を行っています。宜野湾市の歴史 

や自然に関する資料も大歓迎です！！ 

 

もし「こんなのがあるけど、どうかな？」と思っている方は、博物館まで 

ご連絡ください。 職員がお伺い致します。 

 

～ 市立博物館にて、証明書の交付を行っています ～ 

住民票（謄本・抄本・除票）と印鑑証明のみ、市立博物館の窓口にて申請を行えば発行されると

いう仕組みです。 

 

 ★注意事項 

 

１）火・土・日、祝祭日、慰霊の日、年末年始は休みです。 

    ※休館日に祝祭日が重なる場合には、翌日の休みでない日が振替休日となります。 

また、くん蒸などの臨時休館日も休みになります。 

２）午前９時～午後４時３０分までの受付となっています。 

 ３）上記のとおり、住民票（謄本・抄本・除票）と印鑑証明以外は交付できません。 
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～ 平 成 １９ 年 度 の 事 業 案 内 ～ 

２００７年 ４月 ～ ２００８年 ３月 

月 日 曜日 内     容 期   間 

１２ ８ 土 
  

※要申し込み 

１１月１１日（日）～ 

１１月２９日（木）まで 

１ ２０ 日 展示会   「 新 収 蔵 品 展」 
２月１８日（月）まで 

※入場無料 

毎月第３土曜日 

（内容によっては、

変更があります） 

子ども博物館 

第８期 「わらばー体験じゅく」 

★１０月は漆喰シーサー 

★１１月は自然観察会 

★１２月は？？？？？ 

※受付は終了 

２００７年６月～ 

２００８年２月まで 

※日時や内容は未定のものもありますので、変更に関してはご了承ください。 

   ◎詳しい日程や内容は、事業開催前に配布するチラシ等、あるいは市報や新聞・雑誌の情報欄、

はくぶつかんネット、ホームページ等をご覧いただくか、博物館までお問い合わせください。 

◆ 宜野湾市立博物館の案内 ◆   

                         

                       

                            

 

 

 

 

 

 

△大型バスの駐車スペース有り 

 

 ◎ 開館日・入館受付時間  

  平日、土、日曜日の午前９時～午後５時 

（入館受付は午後４時３０分まで） 

 ◎ 休 館 日  

火曜日、祝祭日、慰霊の日（６月２３日）、                    

年末年始（１２月２９日～１月３日）                     

※その他、くん蒸による臨時休館日あり                        

※休館日に祝祭日が重なる場合には、翌日                       

の休みでない日が振替休日となります 

 ◎ 常設展示室 観覧料  

 大 人 高校・大学生 小・中学生 

個 人 ２００円 １００円 ５０円 

団 体 １５０円   ５０円 ３０円 

 

★２階の図書室は、無料でご利用できます。 

但し、窓口での受付が必要です。  

※団体は２０名以上からとなります。 

※高校・大学生は、学生証の提示をお願いします。 

※障害者の方は、障害者手帳を提示すると無料に 

なります。 

 〒９０１－２２２４ 

沖縄県 宜野湾市 真志喜 1-25-1 

  TEL  :  098-870-9317 

  FAX  :  098-870-9316 

 

第２回講演会（見学会）  「宜野湾市のウタキめぐり」 

常設展示室入口（右側）☆『宜野湾人の顔』コーナー☆展示替えしました。 

～“【伊佐区】のみなさん”の顔写真を展示中！～ 

  『宜野湾人の顔』コーナーでは、宜野湾市で生まれ育ってきた方々の顔写真を展示しています。今回は、

【伊佐区】の方々に参加してもらい、先輩方（大正・昭和生まれ）７名と子どもたち（小学生）６名の計１３名の

顔写真を１０月３日（水）から展示しています。約３ヶ月ごとに展示替えをしており、今回の展示は１２月２８日

（金）までの予定です。【伊佐区】のみなさん、ご協力ありがとうございました。 

 ※ 『宜野湾人の顔』の展示を見学する際には、常設展示室観覧料が必要となりますので、あらかじめご

了承ください。 


